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四半期報告書提出予定日 平成22年2月12日

1. 平成22年3月期第3四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日）

 (1) 経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 8,621 △48.3 986 △66.2 1,010 △65.7 618 △61.9

21年3月期第3四半期 16,688 － 2,920 － 2,947 － 1,623 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 35 49 － －

21年3月期第3四半期 93 19 － －

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 17,509 12,130 69.3 696 56

21年3月期 18,433 11,651 63.2 669 06

(参考) 自己資本 22年3月期第3四半期 12,130百万円 21年3月期 11,651百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 － － 5 00 － － 5 00 10 00

22年3月期 － － 3 00 － － － －

22年3月期(予想) － － － － － － 3 00 6 00

3. 平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,400 △34.2 1,300 △57.9 1,300 △58.3 750 △57.2 43 04

－1－



 

 
  [(注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 

 
  

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で
あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま
す。業績予想の前提となる条件等については、4ページ「【定性的情報・財務諸表等】3.業績予想に関する
定性的情報」をご覧ください。 

  

  

  

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための

基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

22年3月期第3四半期 17,446,000株 21年3月期 17,446,000株

22年3月期第3四半期 31,895株 21年3月期 31,250株

22年3月期第3四半期 17,414,310株 21年3月期第3四半期 17,417,171株

－2－



当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、不安定な経済状況が依然として続くなか、各国での景
気対策を背景とした外需の回復により、景気の底打ち感の兆しがみられましたが、株式市場の低迷や雇
用情勢の悪化に加え、政権交代による様々な政策の見直しの影響から、国内景気の先行きに不透明感が
強まり、企業収益の環境は厳しい状況が続いております。 
 当社の属する普通鋼電炉業界におきましても、普通鋼鋼材受注及び生産は、引き続き低調に推移し、
在庫調整の進展と海外経済を背景とした輸出の増加など緩やかな回復の兆しが見えたものの、極めて厳
しい経営環境が続きました。 
 こうした状況のもと当社では、きめ細かな顧客対応を第一とし顧客の信頼と満足を得ながら販売基盤
の強化に取組んでおりますが、国内鋼材需要の低迷による先安感により出荷数量が減少し、前年同期間
に比べ減収・減益となりました。 
 当第３四半期累計期間の業績は以下の通りです。 
  

（1）売上高 
 当第３四半期会計期間において、輸出向けの鋼片販売数量が増加しましたが、国内鋼材需要は、依然と
して低水準であることに加え、販売単価が前年同四半期に比べ大幅に低下しておりますので、売上高は前
年同期間比8,067百万円減少（△48.3％）し8,621百万円となりました。 
  

（2）営業利益 
 粗鋼生産回復に努めながら様々な管理費削減を継続的に行っておりますが、政権交代による公共事業の
見直しや産業活動の低迷から鋼材需要が回復せず大幅な減収となったことから、営業利益は前年同期間比
1,934百万円減少（△66.2％）し986百万円となりました。 
  

（3）経常利益 
 営業利益の減少に加え、鉄スクラップ取引金額の減少に伴う仕入割引の減少等により、前年同期間比
1,937百万円減少（△65.7％）し1,010百万円となりました。 
  

（4）四半期純利益 
 法人税等を差し引いた結果、経常利益の減少により、前年同期間比1,005百万円減少（△61.9％）し618
百万円となりました。 
  

  

(1) 資産、負債及び純資産の状況 
（資産） 
 流動資産は、前事業年度末に比べ513百万円減少（△6.8％）し7,096百万円となりました。これは、設
備投資の支払期日到来に伴う貸付金の減少930百万円と、鉄スクラップの単価上昇などによる影響から棚
卸資産が259百万円増加したことによるものです。 
 固定資産につきましては、当期は収益環境が厳しいことを考慮し大型設備投資を控えております。この
ため、減価償却費相当分が減少し、前事業年度に比べ410百万円減少（△3.8％）し、10,413百万円となり
ました。 
 これにより、総資産は前事業年度末に比べ924百万円減少（△5.0％）し、17,509百万円となりました。
  

（負債） 
 流動負債は、前事業年度末に比べ1,210百万円減少（△27.8％）し3,143百万円となりました。これは生
産量増加に伴い原材料の仕入数量増加と仕入単価上昇により支払手形及び買掛金が1,194百万円増加
（136.2％）したものの、前事業年度に実施した大型設備投資等の決済に伴う支出などから未払金が1,370
百万円減少（△76.9％）したことに加え、法人税等の納税による未払法人税が795百万円減少したことに
よります。 
 この結果、負債合計は前事業年度末に比べ1,402百万円（△20.7％）減少し5,379百万円となりました。
  

（純資産） 
 純資産合計は、前事業年度末に比べ478百万円（4.1％）増加し12,130百万円となりました。これは、純
利益計上により利益剰余金が478百円増加したことによります。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報

東京鋼鐵株式会社（5448）　平成22年3月期　第3四半期決算短信（非連結）

－3－



  
(2) キャッシュ・フローの状況 

当第3四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前事業年度
末に比べて76百万円の減少となり257百万円となりました。なお、当第3四半期累計期間における各キャ
ッシュ・フローの状況と要因は次の通りであります。 
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果得られた資金は935百万円（前年同四半期は787百万円の収入）となりました。収入の

主な内訳は、税引前四半期純利益988百万円、減価償却費627百万円と、生産増加に伴い鉄スクラップ購
入量が増加したことによる仕入債務の増加1,040百万円であります。支出の主な内訳は、法人税等の支
払による支出1,419百万円であります。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は539百万円（前年同四半期は995百万円の支出）となりました。これ

は、前事業年度において実施した電気炉変圧器等の大型設備投資の決済による支出1,484百万円と貸付
金回収分による収入930百万円が要因であります。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果使用した資金は473百万円（前年同四半期は295百万円の収入）となりました。これ

は、借入金返済により有利子負債が342百万円減少したことに加え、配当金の支払いによる支出131百万
円が要因であります。 

  

通期業績予想につきましては、流通の在庫意欲が低水準であることに加え、原材料の鉄スクラップ価格
が、近隣諸国の強い購入意欲と国内企業活動の低下による鉄スクラップ発生量の減少等により、強含みで
推移すると予想しておりますが、平成21年10月28日公表の業績予想数値の確保を目指してまいります。 
 よって、通期業績予想数値の変更はありません。 

  

１．簡便な会計処理 
①棚卸資産の評価方法 
 当第3四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地
棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却
価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 
 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間
按分する方法によっております。 

③経過勘定項目の算定方法 
 合理的な算出方法による概算額で計上する方法によっております。 
  

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 
①税金費用の計算 
 当第3四半期会計期間を含む会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を
合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
  

  

該当事項はありません。 
  

  

3. 業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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